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   新型コロナウイルス感染症に対応した臨時休業の更なる要請 

について（通知） 

このことについて、令和２年５月４日付けで、新型インフルエンザ等対策

特別措置法（平成24年法律第31号）に基づく緊急事態宣言の期間が５月31

日(日)まで延長されたことを受け、北海道知事から北海道教育委員会に対し

て、学校の臨時休業についての更なる要請があり、これを受け、昨日、北海

道教育委員会教育長から下記の内容の要請がありましたので、次の事項に留

意の上、適切に対応してくださいますようお願いいたします。 

 

記 

１ 臨時休業の期間は、５月31日(日)までとすること。 

２ 臨時休業期間中においても、「新型コロナウイルス感染症対策としての

学校の臨時休業に係る学校運営上の工夫について」（令和２年５月１日付

け２文科初第222号初等中等教育局長通知）に基づき、可能な限り感染及

びその拡大のリスクを低減させながら、段階的な学校教育活動の再開に向

けた取組を進めること。 

３ 分散登校の実施に際しては、道の事業者への休業要請が５月15日(金)ま

でとなっていることを踏まえ、同期間においては、必要最小限度にとどめ、

18日(月)からは週ごとに登校回数を増やすなど、段階的に学校教育活動を

再開できるよう、準備を行うこと。 

４ 全ての児童生徒の心身の健康状態や学習状況等の把握は、引き続き少な

くとも２週間に１回は実施すること。特に、要保護児童対策地域協議会に

登録されている支援対象の児童生徒は、概ね１週間に１回以上、実施する

こと。 

５ 休業期間中の家庭学習については、指導計画を踏まえた家庭学習を課し、

教師がその学習状況や成果を確認すること。なお、休業期間中の学習指導

については、別途通知する。 

６ 各学校においては、引き続き「健康観察シート」を活用するなどし、児

童生徒の健康状態に一層配慮すること。 

７ 臨時休業中は、感染リスクを高めるような不要不急の外出をできるだけ

避けることについて、改めて指導すること。 



８ インターネット等の安心・安全な利用などについて指導するとともに、

いじめ等の問題や心の不安などに24時間無料で対応する「子ども相談支援

センター」について周知すること。また、児童生徒や保護者の要望に応じ、

来校相談や家庭訪問を実施すること。 

９ 教職員については、健康管理を行うとともに、在宅勤務や時差出勤等を

適切に運用するほか、各学校における良好な環境衛生の確保に努めること。 

 

 

（生涯学習課） 


